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お も な 内 容

●平成16年度下半期財政状況の公表……………… ②

●次世代育成支援地域行動計画を策定…………… ⑥

●高齢者保健福祉サービス………………………… ⑧
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●町民対話集会……………………………………… ⑤

●防災計画を改訂…………………………………… ⑫

●情報コーナー……………………………………… ⑰

平成16年度大磯の風景写真コンクール

〔春夏部門〕入賞「それぞれの海岸」　伊藤良一
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平成16年度予算の平成17年3月末日までの執行状況をお知らせします。
なお、詳細な数値については、町民情報コーナーや大磯町ホームページに掲載していますのでご覧ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎問い合わせ　財政課　　内線215

○予算現額の状況
　平成16年度の予算現額は、３月の補正予算審議を経て、一般会計は87億2,136万円（当初83億9,000万円）となって
います。特別会計は、国民健康保険事業が27億8,042万円（当初27億6,700万円）、老人保健が29億4,045万円（当初29
億1,000万円）、介護保険事業が17億3,846万円（当初17億100万円）、そして、下水道事業が15億9,173万円（当初16億
8,800万円）となっています。ここで公表する数値は、平成17年4～5月期（※出納整理期間）の収入支出は含まれて
いません。また、平成16年度の決算については、広報11月号に掲載する予定です。

○予算の執行状況
　歳入の未収入額の主なものは、国県支出金１億円、町債１億７千万円で、出納整理期間の収入となります。

※出納整理期間…当該年度の 3月末までに確定した債権債務について、
現金の未収未払の整理を行うために設けられた期間で、会計年度終了
後の翌年度の 4月 1日から 5月31日までの 2ヵ月間のことをいいます。

歳出

町債残高

歳入

予算現額
８７億２,１３６万円

予算現額
８７億２,１３６万円

支出済支出済額
８１８１億２,９０３９０３万円万円
９３９３.２％

収入済収入済額
８４８４億５,７６１７６１万円万円
９７９７.０％

支出済額
８１億２,９０３万円
９３.２％

未支出額
５億９,２３３万円
６.８％

収入済額
８４億５,７６１万円
９７.０％

未収入額
２億６,３７５万円
３.０％

会 計 区 分

一 　 般 　 会 　 計

下水道事業特別会計

平成１６年度（上半期）残高（A）

85億2,679万円

68億9,553万円

154億2,232万円

下半期償還元金（B）

3億7,789万円

1億1,143万円

4億8,932万円

下半期借入額（C）

4億

1億
5,350万円

1,410万円

5億6,760万円

下半期末町債残高（A－B＋C）

86億 240万円

68億9,820万円

155億 60万円合　　計

一般会計・住民負担（平成１７年４月１日現在　人口３２,５４９人　世帯１１,７９５戸）

町　　税

町債（借金）の残高

町民一人当たり

150,304円

264,291円

249,747円

１世帯当たり

414,772円

729,326円

689,193円

下半期末の額

48億9,223万円

86億 240万円

81億2,903万円使 わ れ た お 金
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その他

36,222

35,909

99.1

町　債

138,970

121,470

87.4

繰越金

36,169

36,169

100.0

繰入金

26,256

26,209

99.8

国県支出金

61,806

49,304

79.8

地方交付税

6,500

10,062

154.8

各種交付金

71,833

77,415

107.8

町　税

494,380

489,223

99.0

予算現額（万円）

収入済額（万円）

収入割合（％）

0

2億円

4億円

6億円

8億円

10億円

12億円

14億円

50億円
○収入（科目別）の状況

その他

49,203

41,565

84.5

公債費教育費消防費土木費衛生費民生費総務費

136,857

124,597

91.0

181,535

175,802

96.8

104,862

89,916

85.7

172,238

171,910

99.8

予算現額（万円）

支出済額（万円）

支出割合（％）

0

10億円

20億円

○支出（科目別）の状況

予算現額 支出済額

○予算の執行状況
　歳入の未収入額の主なものは、国民健康保険事業では保険税１億２千万円、老人保健は支払基金交付金１億９千
万円、介護保険事業は支払基金交付金４千万円、下水道事業は町債５億５千万円などとなっており、一般会計同様、
出納整理期間の収入となります。

84,928

77,473

91.2

45,139

43,735

96.9

97,374

87,905

90.3

国民健康保険事業 老 人 保 健 介 護 保 険 事 業 下 水 道 事 業

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入歳出予算現額
２７億８,０４２万円

収入済額
２５億５,３８６万円
９１.９％

支出済額
２４億８,０５５万円
８９.２％

未収入額
２億２,６５６万円
８.１％

未支出額
２億９,９８７万円
１０.８％

歳入歳出予算現額
２９億４,０４５万円

歳入歳出予算現額
１７億３,８４６万円

歳入歳出予算現額
１５億９,１７３万円

収入済額
２７億３,６５８万円
９３.１％

支出済額
２６億６,７４９万円
９０.７％

未収入額
２億３８７万円
６.９％

未支出額
２億７,２９６万円
９.３％

収入済額
１６億９,１８０万円
９７.３％

支出済額
１５億６,７９４万円
９０.２％

未収入額
４,６６６万円
２.７％

未支出額
１億７,０５２万円
９.８％

収入済額
１０億８０２万円
６３.３％

支出済額
７億２,７３３万円
４５.７％

未収入額
５億８,３７１万円
３６.７％

未支出額
８億６,４４０万円
５４.３％

予算現額 収入済額
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　地方公共団体の財務分析の方法として、平成15年度一般会計決算に基づき、企業会計的な
考え方を取り入れた総務省方式によるバランスシートを作成しましたので公表します。

　バランスシートとは、町民の皆さんが利用される町の施設（財産）や、町が持っている現
金・債権などが年度末でどのくらいあるのかを一覧表にしたものです。

　地方公共団体の会計決算は、１年間の現金の収入支出結果を表しているのに対し、バラン
スシートは、過去からの財政運営の結果として蓄積された資産の状況や、その調達財源の状
況を総括的に表しています。バランスシートは財政状況の全体像を明らかにする補完資料と
して利用できるほか、年度ごとの推移や他の地方公共団体との比較などにより、財務分析を
行うための資料としても活用できます。

［資産の部］
１．有形固定資産
（１）総務費
（２）民生費
（３）衛生費
（４）労働費
（５）農林水産業費
（６）商工費
（７）土木費
（８）消防費
（９）教育費
（１０）その他
　　　　計
　　（　うち土地
　　有形固定資産合計

２．投資等
（１）投資及び出資金
（２）貸付金
（３）基金
　　①特定目的基金
　　②土地開発基金
　　③定額運用基金
　　　基金計
（４）退職手当組合積立金
　　投資等合計

３．流動資産
（１）現金・預金
　　①財政調整基金
　　②減債基金
　　③歳計現金
　　　現金・預金計
（２）未収金
　　①地方税
　　②その他
　　　未収金計
　　流動資産合計

　資　産　合　計

791,038
1,101,924
2,951

441,845
20,265
408,424

245,002
28,159

1,330,225
2,240,984
4,113,295

0
916,599
410,006

15,217,471
718,413
8,641,857
107,623

33,696,473
13,098,125

46,503
74,195

1,895,913
218,720

870,534

273,161

）  　　　　
33,696,473

2,235,331

1,143,695

37,075,499

［負債の部］
１．固定負債

（１）地方債

（２）債務負担行為 
　　①物件の購入等
　　②債務保証
　　　　　又は損失補償
　　　債務負担行為計

（３）退職給与引当金

　　固定負債合計

２．流動負債
（１）翌年度償還予定額

（２）翌年度繰上充用金

　　流動負債合計

　負　債　合　計

［正味資産の部］

１．国庫支出金

２．都道府県支出金

３．一般財源等

　正味資産合計

　負債・正味資産合計

0

0

7,349,037

0

1,956,209

1,476,860

0

4,235,938

818,495

21,238,960

9,305,246

1,476,860

10,782,106

26,293,393

37,075,499

※債務負担行為に係る補償等　　①物件の購入等に係るもの　　　　　　　　　0　千円
　　　　　　　　　　　　　　　②債務保証及び損失補償に係るもの　　　　　0　千円
　　　　　　　　　　　　　　　③利子補給等に係るもの　　　　　　　　　　0　千円　

（単位：千円）
（平成16年3月31日現在）

借　　　　方 貸　　　　方
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。
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町民対話集会日程表
（※各日とも時間は午後7時から8時30分まで）

実施日

8月 2日（火）

3日（水）

5日（金）

9日（火）

10日（水）

11日（木）

地区名

西小磯西

北 下 町

中 丸

茶 屋 町

西小磯東

長 者 町

実施場所

西小磯西老人憩の家

北 下 町 福 祉 館

中 丸 会 館

茶 屋 町 公 民 館

西小磯東老人憩の家

長者町老人憩の家

実施日

6月15日（水）

16日（木）

21日（火）

22日（水）

23日（木）

24日（金）

28日（火）

29日（水）

7月 1日（金）

6日（水）

14日（木）

15日（金）

20日（水）

21日（木）

22日（金）

26日（火）

28日（木）

29日（金）

地区名

東 町

台 町

月 京

黒 岩

馬 場

北 本 町

南 本 町

神 明 町

石 神 台

裡 道

高 麗

寺 坂

南 下 町

虫 窪

国府新宿

生 沢

西 久 保

山 王 町

実施場所

東 町 福 祉 館

台 町 公 民 館

月 京 児 童 館

黒 岩 公 民 館

馬 場 老 人 憩 の 家

ふ れ あ い 会 館

南 本 町 会 館

ふ れ あ い 会 館

石 神 台 会 館

裡 道 児 童 館

高 麗 区 民 会 館

寺 坂 老 人 憩 の 家

南 下 町 公 民 館

虫 窪 老 人 憩 の 家

国 府 新 宿 福 祉 館

生 沢 会 館

西 久 保 福 祉 館

山 王 町 常 会 場

町
民
対
話
集
会

町
民
対
話
集
会

町
民
対
話
集
会

■町民一人あたりの資産は114万円、
　負債は33万円
　平成16年3月31日現在の資産合計は370億
7,500万円、負債合計は107億8,200万円と
なり、その差額の正味資産は262億9,300万
円となっています。資産のうち土地や建物など
の有形固定資産は336億9,600万円で、主な
ものは道路や公園などの土木費が全体の45％を
占め、続いて学校などの教育費が26％となって
います。これは生活道路の整備や大磯運動公園
の整備、また、義務教育施設の整備等次世代を
担う子どもたちの環境整備を重点的に進めてき
たことによります。
　また、将来の世代が負担することになる負債と、
これまでの世代が負担してきた正味資産との割
合は約3対7となっています。これは、町の資
産形成にあたり、約7割がすでに負担されてい
ることを示しています。今後、生産年齢人口の
減少が予測されるため、なるべく次世代への負
担を軽減することがこれからの行財政運営の課
題といえます。

■資産の部について
　町の資産は、土地、建物、機械装置、備品など、行
政サービスを提供するために長期間にわたって使用さ
れる「有形固定資産」、土地開発公社等への出資金、
公共施設整備基金などの特定目的のために積み立てる
基金などの「投資等」、及び財政調整基金など流動性
の高い基金や歳計現金などの「流動資産」の3点から
構成されており、合計は370億7,500万円となって
います。

■負債の部について
　次世代が負担することになる負債は「固定負債」と
「流動負債」から構成されます。
　「固定負債」は、支払期限が１年を超えて到来する
ものをいい、町の借金である地方債（年度末残高から
翌年度償還予定の元金を引いた額）と、職員が年度末
に全員自己都合退職したものと仮定して支払うべき退
職給与引当金がこれにあたります。「流動負債」は、
支払期限が１年以内に到来するもので、平成16年度
に償還予定の公債費がこれにあたります。これらを合
わせた負債合計は107億8,200万円となっています。

■正味資産について
　正味資産は民間企業の「資本金」にあたるもので、
資産と負債の差額をいいます。国県支出金50億
5,400万円と一般財源212億3,900万円の、合計
262億9,300万円がこれにあたります。



5つの基本目標 具体的施策 
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こ
の
た
び
、
こ
れ
か
ら
の
「
子
育

て
・
子
育
ち
」
を
応
援
す
る
計
画
と

し
て
、
「
大
磯
町
次
世
代
育
成
支
援

地
域
行
動
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
平
成
17
年
度
か
ら
５
年

間
の
大
磯
町
の
子
育
て
支
援
施
策
を

定
め
た
も
の
で
す
。 

　
私
た
ち
の
誇
れ
る
豊
か
な
自
然
環

境
の
中
で
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
る
こ
と
を
め
ざ
し
、
計
画
の
目
標

像
で
あ
る
「
子
ど
も
た
ち
の
、
未
来

を
ひ
ら
く
ま
ち
、
お
お
い
そ
」
を
具

体
化
す
る
た
め
、
総
合
的
・
体
系
的

な
施
策
を
推
進
し
ま
す
。 

   １．
身
近
な
場
所
で
子
育
て
支
援
を

受
け
ら
れ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て 

　
地
域
の
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実 

　
保
育
サ
ー
ビ
ス
と
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
子
育
て
を
支

援
す
る
た
め
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
や
相

談
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
ま
す
。 

　
子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り 

　
子
育
て
サ
ー
ク
ル
を
支
援
す
る
た
め

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。 

　
児
童
の
健
全
育
成 

　
子
ど
も
た
ち
の
「
居
場
所
づ
く
り
」

や
学
童
保
育
を
推
進
し
ま
す
。 

２．
子
ど
も
と
親
に
と
っ
て
安
全
・

安
心
な
ま
ち
を
め
ざ
し
て 

　
親
と
子
ど
も
の
健
康
づ
く
り 

　
子
ど
も
と
母
親
の
健
康
の
確
保
と

「
食
育
」
を
推
進
し
ま
す
。 

　
安
全
に
・
安
心
し
て
外
出
で
き
る

環
境
の
整
備 

　
安
全
な
道
路
交
通
環
境
の
整
備
、

交
通
安
全
教
育
、
公
共
施
設
、
交
通

機
関
の
バ
リ
ア
ー
フ
リ
ー
化
、
公
園

等
の
安
全
確
保
及
び
子
ど
も
を
犯
罪

等
か
ら
守
る
た
め
の
活
動
等
を
推
進

し
ま
す
。 

　
経
済
的
負
担
の
軽
減 

　
児
童
手
当
等
の
支
給
や
小
児
医
療

費
の
助
成
を
行
い
ま
す
。 

 

３．
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
い
き

い
き
と
成
長
で
き
る
ま
ち
を
め

ざ
し
て 

　
家
庭
や
地
域
の
「
教
育
力
」
の
向
上 

　
家
庭
教
育
へ
の
支
援
の
充
実
や
地

域
の「
教
育
力
」の
向
上
を
図
り
ま
す
。 

　
幼
児
教
育
の
充
実 

　
幼
稚
園
教
育
の
充
実
を
図
り
、
幼

稚
園
、
保
育
園
と
小
学
校
と
の
連
携

体
制
を
構
築
し
ま
す
。 

　
子
ど
も
の
「
生
き
る
力
」
の
育
成
に

向
け
た
学
校
の
教
育
環
境
の
整
備 

　
確
か
な
学
力
、
豊
か
な
心
、
健
や

か
な
体
の
育
成
を
図
り
ま
す
。 

　
思
春
期
対
策
の
充
実 

　
喫
煙
や
薬
物
に
対
す
る
教
育
、
性

や
感
染
症
予
防
に
関
す
る
正
し
い
知

識
を
普
及
し
ま
す
。 

　
次
代
の
親
の
教
育 

　
男
女
が
協
力
し
て
家
庭
を
築
き
、

子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
の
意
義

に
関
す
る
教
育
・
啓
発
を
次
代
の
親

に
な
る
子
ど
も
た
ち
に
行
い
ま
す
。 

 

４．
職
業
生
活
と
子
育
て
の
両
立
を

め
ざ
し
て 

　
多
様
な
働
き
方
の
実
現
と
男
性
を

含
め
た
働
き
方
の
見
直
し 

　
男
性
を
含
め
た
働
き
方
の
見
直
し
、父

親
の
子
育
て
参
加
の
促
進
を
図
り
ま
す
。 

　
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
の
推
進 

　
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
及
び
放
課

後
児
童
健
全
育
成
の
推
進
を
図
り
ま
す
。 

 

５．
心
配
り
が
必
要
な
子
ど
も
た
ち

へ
の
き
め
細
か
な
取
り
組
み
を

め
ざ
し
て 

　
子
ど
も
の
権
利
の
擁
護 

　
子
ど
も
の
人
権
擁
護
に
努
め
る
と

と
も
に
、
被
害
に
遭
っ
た
子
ど
も
の

支
援
を
図
り
ま
す
。 

　
児
童
虐
待
防
止
対
策
の
充
実 

　
虐
待
の
発
生
防
止
、
虐
待
の
早
期

発
見
・
早
期
対
応
及
び
虐
待
防
止
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
充
実
を
図
り
ま
す
。 

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
自
立
支
援
の
推
進 

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
自
立
支
援
を
図

り
ま
す
。 

　
障
害
児
施
策
の
充
実 

　
障
害
の
原
因
と
な
る
疾
病
等
の
早

期
発
見
及
び
障
害
児
施
策
の
充
実
を

図
り
ま
す
。 

 

　
地
域
行
動
計
画
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
役
場
本
庁
町
民
情
報

コ
ー
ナ
ー
、
図
書
館
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
子
育
て
介
護
課
　
�
内
線
３
０
５ 
次
世
代
育
成
支
援
地
域
行
動
計
画

次
世
代
育
成
支
援
地
域
行
動
計
画
を
策
定
策
定 
次
世
代
育
成
支
援
地
域
行
動
計
画

次
世
代
育
成
支
援
地
域
行
動
計
画
を
策
定
策
定 
次
世
代
育
成
支
援
地
域
行
動
計
画
を
策
定 

大磯町次世代育成支援地域行動計画の体系 大磯町次世代育成支援地域行動計画の体系 

子
ど
も
た
ち
の
、
未
来
を
ひ
ら
く
ま
ち
、
お
お
い
そ 

１．身近な場所で子育 
　　て支援を受けられ 
　　るまちをめざして 

２．子どもと親にとっ 
　　て安全・安心なま 
　　ちをめざして 

３．子どもたちが健や 
　　かにいきいきと成 
　　長できるまちをめ 
　　ざして 

４．職業生活と子育て 
　　の両立をめざして 

５．心配りが必要な子 
　　どもたちへのきめ 
　　細かな取り組みを 
　　めざして 

（1）地域の子育て支援サービスの充実 
（2）子育て支援ネットワークづくり 
（3）児童の健全育成 

（1）親と子どもの健康づくり 
（2）安全に・安心して外出できる環境の整備 
（3）経済的負担の軽減 

（1）家庭や地域の｢教育力｣の向上 
（2）幼児教育の充実 
（3）子どもの｢生きる力｣の育成に向けた学校 
　　　の教育環境の整備 
（4）思春期対策の充実 
（5）次代の親の教育 

（1）多様な働き方の実現と男性を含めた働き方 
　　　の見直し 
（2）仕事と子育ての両立の推進 

（1）子どもの権利の擁護 
（2）児童虐待防止対策の充実 
（3）ひとり親家庭の自立支援の推進 
（4）障害児施策の充実 

計
画
の

計
画
の 

　
目
標
像

　
目
標
像 

計
画
の 

　
目
標
像 

安心して子どもを 
産み、育てられる 
子育て環境づくり 
の促進 

家庭、地域、行政 
が連携し子どもを 
育てていく体制づ 
くりの促進 

多様な保育サービ 
スなど子育て支援 
機能の充実 

具
体
的
な
施
策
と
事
業
展
開 

具
体
的
な
施
策
と
事
業
展
開 
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４
月
か
ら
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
さ

ざ
ん
か
荘
内
に
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
が
開
設
し
ま
し
た
。

　
子
育
て
を
し
て
い
る
親
子
が
自
由

に
使
え
る
「
つ
ど
い
の
広
場
」
や
専

門
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
育
児
相

談
も
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
利
用
・
受
付
時
間
は
次
の
と
お
り

で
す
。
毎
月
第
三
月
曜
日
は
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
が
研
修
の
た
め
、
午
前
だ
け

の
開
館
（
第
三
月
曜
日
が
祝
日
の
場

合
は
第
四
月
曜
日
）
と
な
り
ま
す
。

年
間
休
館
予
定
日
等
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

☆
つ
ど
い
の
広
場

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

☆
相
談
受
付

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

◎
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　（
71
）３
３
７
７

　
子
育
て
介
護
課
　
　
内
線
３
０
５

　
現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て

い
る
方
は
、
６
月
に
現
況
届
の
提
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て

い
な
い
方
で
、
対
象
年
齢
の
お
子
様

が
い
る
方
に
は
、
す
で
に
お
知
ら
せ

を
送
付
し
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
申

請
書
を
提
出
し
て
い
な
い
方
は
、
５

月
中
に
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
届
出
先

　
子
育
て
介
護
課
（
公
務
員
の
方
は

勤
務
先
）

◎
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
介
護
課
　
 
内
線
３
０
６

　
こ
の
制
度
は
、
町
内
に
住
所
を
有

す
る
方
で
、
私
立
幼
稚
園
に
在
園
し

て
い
る
園
児
の
い
る
世
帯
の
所
得
状

況
に
応
じ
て
補
助
す
る
も
の
で
す
。

　
な
お
、
補
助
に
伴
う
保
育
料
の
減

免
の
申
込
は
、
在
園
し
て
い
る
幼
稚

園
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
近
隣
の
私
立
幼
稚
園
に
は
案
内
を

お
送
り
し
て
あ
り
ま
す
が
、
幼
稚
園

か
ら
案
内
が
届
か
な
い
場
合
は
、
担

当
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
学
校
教
育
課
　
　
内
線
３
２
８

私
立
幼
稚
園
就
園
補
助

私
立
幼
稚
園
就
園
補
助

児
童
手
当
　
現
況
届
・
新
規
申
請

児
童
手
当
　
現
況
届
・
新
規
申
請

私
立
幼
稚
園
就
園
補
助

児
童
手
当
　
現
況
届
・
新
規
申
請

　
町
で
は
、
夏
本
番
を
控
え
、
恒
例

に
な
り
ま
し
た
海
水
浴
場
の
海
開
き

を
７
月
３
日（
日
）に
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
照
ヶ
崎
・
生
沢
の
両
プ
ー

ル
も
７
月
１
日（
金
）か
ら
開
設
い
た

し
ま
す
。

　
な
お
、
両
プ
ー
ル
で
は
、
小
・
中

学
校
の
水
泳
教
室
が
実
施
さ
れ
る
期

間
は
、
専
用
使
用
と
な
り
ま
す
。

　
専
用
日
時
等
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
、
７
月
号
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
☆
海
水
浴
場
・
照
ヶ
崎
プ
ー
ル

　
　
経
済
観
光
課
　
　
内
線
２
６
４

　
☆
生
沢
プ
ー
ル

　
　
生
涯
学
習
課
　
　
内
線
３
２
４

＊所得税法に規定する老人控除対象配偶者又は老人扶養親族がある者につい
ての限度額（所得額ベース）は、上記の額に当該老人控除対象配偶者又
は老人扶養親族一人につき6万円を加算した額。

＊扶養親族等の数が6人以上の場合、限度額（所得額ベース）は、一人につ
き38万円（扶養親族等が老人控除対象配偶者又は老人扶養親族であると
きは44万円）を加算した額。

平成17年度所得制限限度額

扶養親族
等の数

国民年金加入者および
年金未加入者

厚生年金など
加入者

0人

1人

2人

3人

4人

5人

301万円

339万円

377万円

415万円

453万円

491万円

460万円

498万円

536万円

574万円

612万円

650万円
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高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

名称 住所 電話・FAX番号 時間

24時間
対応

24時間
対応

月～金
8：30～17：00

西小磯2466

国府本郷
　　1194-1

恒道園在宅介護
支援センター（出張所）

町基幹型在宅介護
支援センター
（町福祉センター
　　　「さざれ石」内）

大磯幸寿苑在宅介護
支援センター

大磯1352-1

TEL（60）3529
FAX（60）3526

TEL（73）3733
FAX（72）6037

TEL（61）4800
FAX（61）4800

　
65
歳
以
上
の
方
が
要
介
護
状
態
に

な
る
こ
と
を
予
防
し
、
自
立
し
た
生

活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
町
で
は
介

護
保
険
と
は
別
に
様
々
な
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
初
め
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た

め
に
は
、
事
前
に
登
録
が
必
要
で
す

の
で
、在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
ま

た
は
町
子
育
て
介
護
課
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

　
※
印
の
つ
い
た
サ
ー
ビ
ス
利
用
に

は
、
自
己
負
担
が
必
要
な
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
利
用
対
象
者
が
限

ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

健
康
で
快
適
な
生
活
の
た
め
に

配
食
サ
ー
ビ
ス
※

　
食
事
を
作
る
こ
と
が
難
し
い
ひ
と

り
暮
ら
し
の
方

や
高
齢
者
世
帯

に
対
し
て
、
夕

飯
の
宅
配
を
し

ま
す
。
併
せ
て

安
否
の
確
認
も

行
っ
て
い
ま
す
。

寝
具
類
の
乾
燥
、丸
洗
い
サ
ー
ビ
ス
※

　
ひ
と
り
暮
ら
し
や
高
齢
者
の
み
の

世
帯
に
対
し
て
、
寝
具
類
（
敷
・
掛

布
団
、
毛
布
）
の
乾
燥
と
丸
洗
い
サ
ー

ビ
ス
を
２
カ
月
に
１
回
行
っ
て
い
ま

す
。

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
（
移
送
サ
ー
ビ

ス
）
※

　
車
い
す
を
利
用
し
て
い
て
、
タ
ク

シ
ー
な
ど
の
交
通
機
関
が
利
用
で
き

な
い
方
に
、
特
殊
車
両
を
用
い
て
大

磯
・
二
宮
・
平
塚
の
病
院
等
へ
送
迎

を
行
っ
て
い
ま
す
。

紙
お
む
つ
の
助
成

　
寝
た
き
り
等
で
常
時
紙
お
む
つ
を

利
用
し
て
い
る
方
に
対
し
、
紙
お
む

つ
の
購
入
助
成
券
を
支
給
し
て
い
ま

す
。

訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
※

　
外
出
が
難
し
い
高
齢
者
の
自
宅
に
、

理
美
容
師
が
出
張
す
る
際
の
費
用
を

助
成
し
ま
す
。

　
協
力
理
美
容
店
の
中
か
ら
お
店
を

選
ん
で
、
直
接
連
絡
し
、
助
成
券
を

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
カ
ッ

ト
代
な
ど
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
※

　
高
齢
者
の
健
康
増
進
を
目
指
し
、

は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
受

け
る
た
め
の
助
成
を
し
ま
す
。

　
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
を

受
け
る
際
に
、
直
接
お
店
等
で
助
成

券
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に

緊
急
連
絡
先
の
登
録

　
ひ
と
り
暮
ら
し
や
高
齢
者
の
み
の

世
帯
、
日
中
に
独
り
に
な
っ
て
し
ま

う
方
は
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
親
族

等
に
連
絡
が
で
き
る
よ
う
、
緊
急
連

絡
先
を
あ
ら
か
じ
め
町
へ
届
け
出
て

お
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

緊
急
通
報
サ
ー
ビ
ス
※

　
ひ
と
り
暮
ら
し
や
高
齢
者
の
み
の

世
帯
に
対
し
て
、
発
作
な
ど
の
緊
急

事
態
が
発
生
し
た
時
に
備
え
、
電
話

回
線
を
利
用
し
て
消
防
等
に
通
報
す

る
、
緊
急
通
報
装
置
を
貸
与
し
て
い

ま
す
。

日
常
生
活
の
た
め
に

軽
度
生
活
援
助
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー

ビ
ス
　
買
い
物
、
掃
除
な
ど
の
日
常
生
活

上
の
援
助
が
必
要
な
方
に
、
月
８
時

間
を
限
度
と
し
て
ヘ
ル
パ
ー
ま
た
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
し
ま
す
。

生
き
が
い
対
応
型
（
ミ
ニ
）
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
※

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
や
日
常
動
作
の
訓
練
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

お
祝
い

敬
老
会

　
毎
年
75
歳
以
上
の
高
齢
者
を
招
待

し
、
式
典
や
余
興
な
ど
を
開
催
し
て
、

長
寿
の
お
祝
い
を
し
て
い
ま
す
。

敬
老
祝
金
品

　
77
歳
、
80
歳
、
88
歳
、
99
歳
及
び

100
歳
以
上
の
方
に
対
し
、
長
寿
の
お

祝
い
と
し
て
、
敬
老
祝
金
品
を
贈
呈

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
95
歳
の
方
に

は
敬
老
祝
品
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
元
気
に

老
人
ク
ラ
ブ

　
各
町
内
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

す
る
老
人
ク
ラ
ブ
を
結
成
し
て
い
ま

す
。
一
緒
に
な
っ
て
活
動
を
希
望
す

る
人
は
最
寄
り
の
老
人
ク
ラ
ブ
を
紹

介
し
ま
す
。

生
き
が
い
事
業
団

　
今
ま
で
の
知
識
や
経
験
、
趣
味
な

ど
を
生
か
し
て
仕
事
を
し
た
い
方
は
、

生
き
が
い
事
業
団
（
　（
61
）３
７
７

０
）
に
登
録
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　
ひ
と
り
暮
ら
し
や
認
知
症
な
ど
で
、

困
っ
て
い
た
り
不
安
に
思
っ
て
い
た

り
す
る
方
は
、
お
近
く
の
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
で
高
齢
者
福
祉
サ
ー

ビ
ス
や
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に

つ
い
て
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
相
談
は
電
話
で
も
訪
問
で
も

行
っ
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
介
護
課

　
　
内
線
３
１
４
〜
３
１
６
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高
齢
者
交
通
事
故
防
止
に
ご
協
力
を

高
齢
者
交
通
事
故
防
止
に
ご
協
力
を

　
昨
年
、
大
磯
町
内
で
は
317
件
の
交

通
事
故
が
発
生
し
、
残
念
な
こ
と
に

84
件
が
、
高
齢
者
の
方
が
関
係
し
た

事
故
で
し
た
。

　
高
齢
者
人
口
１
万
人
当
た
り
の
発

生
件
数
と
し
て
は
、
県
下
で
ワ
ー
ス

ト
３
に
入
り
、
本
町
は
「
高
齢
者
交

通
事
故
多
発
地
域
」
の
指
定
を
受
け

ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
町
交
通
安
全
対
策
協

議
会
や
大
磯
警
察
署
で
は
、
関
係
機

関
と
協
力
し
て
、
高
齢
者
宅
へ
の
訪

問
や
老
人
会
等
に
対
す
る
交
通
安
全

教
育
等
の
活
動
を
行
い
、
事
故
防
止

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
の
１０
の
心
得

１
　
家
か
ら
一
歩
出
た
ら
、
交
通
事

故
に
対
す
る
警
戒
心
を
高
め
る
。

２
　
女
性
は
歩
行
中
の
事
故
、
男
性

は
自
転
車
乗
車
中
の
事
故
を
特
に

注
意
す
る
。

３
　
通
り
な
れ
た
道
で
も
、
車
が
来

て
い
な
い
か
し
っ
か
り
確
か
め
る
。

４
　
青
信
号
で
も
、
車
の
動
き
を
確

か
め
な
が
ら
横
断
す
る
。

５
　
少
し
遠
回
り
で
も
、
信
号
機
や

横
断
歩
道
を
利
用
す
る
。

６
　
横
断
前
の
「
右
左
」
の
安
全
確

認
を
習
慣
に
す
る
。

７
　
右
か
ら
の
車
が
通
り
過
ぎ
て
も
、

道
路
の
左
側
が
す
べ
て
見
え
る
ま

で
待
つ
。

８
　
夜
間
、
近
づ
い
て
く
る
車
が
あ

る
時
は
、
通
り
過
ぎ
る
ま
で
待
つ
。

９
　
通
り
慣
れ
た
い
つ
も
の
交
差
点

で
も
、
必
ず
安
全
を
確
か
め
る
。

10
　
夜
間
、
自
転
車
は
必
ず
ラ
イ
ト

を
点
灯
し
、
夜
光
反
射
板
も
活
用

す
る
。

　
ま
た
、
次
号
か
ら
は
高
齢
者
の
方

が
不
幸
な
交
通
事
故
の
関
係
者
に
な

ら
な
い
よ
う
、
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
交
通

安
全
教
育
を
掲
載
し
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
、
自
分
だ
け
は
大

丈
夫
と
思
い
こ
ま
な
い
で
、
事
故
に

遭
わ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
地
域
協
働
課
　
　
内
線
２
６
６

　
大
磯
警
察
署
　
　（
72
）０
１
１
０

　
最
近
、二
宮
町
に
お
い
て
、
『
振

り
込
め
詐
欺
事
件
』
が
連
続
発
生
し

て
い
ま
す
。

犯
行
の
手
口
は

○
犯
人
が
家
族
等
に
な
り
す
ま
し
て

「
携
帯
電
話
の
番
号
が
変
わ
っ
た
」

と
い
い
、
「
被
害
者
」
に
電
話
番

号
を
書
き
取
ら
せ
ま
す
。

○
犯
行
当
日
に
犯
人
が
、
「
被
害
者
」

の
家
族
等
に
な
り
す
ま
し
、
「
人

に
け
が
を
負
わ
せ
て
し
ま
い
、
そ

の
示
談
金
が
必
要
に
な
っ
た
の
で
、

お
金
を
貸
し
て
ほ
し
い
」
、
「
こ

の
件
に
つ
い
て
は
、
弁
護
士
が
介

入
し
た
」
と
嘘
を
つ
く
。

○
そ
の
後
、
事
前
に
伝
え
た
携
帯
電

話
に
、
「
被
害
者
」
か
ら
連
絡
を

取
ら
せ
、
家
族
等
の
電
話
と
信
じ

込
ま
せ
る
。

と
い
っ
た
も
の
で
す
。

防
止
策
と
し
て
は

○
本
人
か
、
事
実
か
を
自
宅
や
勤
務

先
に
電
話
等
で
確
認
す
る
。

○
あ
わ
て
ず
に
落
ち
着
い
て
、
家
族
、

親
族
、
友
人
、
警
察
官
、
金
融
機

関
窓
口
等
に
相
談
す
る
。

○
振
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
ら
、引
き
出

さ
れ
て
し
ま
う
前
に
１
１
０
番
す
る
。

　
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
く
れ
ぐ

れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
地
域
協
働
課
　
　
内
線
２
６
６

　
大
磯
警
察
署
　
　（
72
）０
１
１
０

　人生80年の時代を迎え、健康で心豊かな生活の楽しみを探っ
てみませんか。
　日程・内容　下表参照　　対象　町在住の60歳以上の方
　後援　町老人クラブ連合会

◎問い合わせ・申し込み　生涯学習館　　（61）0676

回 日　　時 会　　場 講　師学 習 内 容

６月９日（木）

６月16日（木）

６月23日（木）

６月30日（木）

９月15日（木）

９月22日（木）

９月29日（木）

10月６日（木）

世代交流センター
さざんか荘

世代交流センター
さざんか荘

世代交流センター
さざんか荘

世代交流センター
さざんか荘

世代交流センター
さざんか荘

世代交流センター
さざんか荘

世代交流センター
さざんか荘

世代交流センター
さざんか荘

開講式、オリエンテーション

救護処置の講話
三角巾の実技

手づくり演芸会
　～民謡・詩吟・舞踊・
　　　カラオケ・その他～

手品を楽しむ

　　　　　　　閉講式

講話
「めぐみの喧嘩200年に寄せて」
落語二題　「錦の袈裟」
池波正太郎作　「白浪看板」

目の健康について

笑顔で元気

時事解説

ビデオフォーラム
　～思いやりの心～

大磯町教育委員会

大磯町消防署員

平塚奇術クラブ
米原黎子さん 他２名

大磯町教育委員会

みなさんのお仲間
ふるってご参加
ください

平塚市
富士見郵便局長
山口　宣秀さん

藤田眼科クリニック院長
藤田　幸子さん

大磯町保健師
吉田　敏美さん

大磯町社会教育指導員
鳴澤　正已さん

元神奈川新聞記者
行武　經夫さん

１

２

３

４

５

６

７

８

※時間は毎回14：00～15：30
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町では、河川・海域などの水質や大気の状況を把握するために環境調査を実施しています。
平成16年度の各調査結果は次のとおりでした。

わたしたち一人ひとりが、できることから取り組み、水と緑に恵まれた大磯町を守りましょう。

●河川水質調査結果

池田排水路
三沢川
鴫立川
血洗川
葛川
不動川
長谷川
谷戸川
　環境基準

8.2（8.2）
7.9（7.8）
7.7（7.6）
7.9（7.8）
7.8（7.8）
7.9（7.8）
7.8（7.8）
7.8（7.8）
6.5～8.5

8.0（ 8.0）
5.0（11.0）
8.0（13.0）
5.0（ 5.0）
6.0（ 6.0）
6.0（ 5.0）
7.0（21.0）
8.0（ 6.0）
50.0 以下

0.8（1.5）
1.1（1.4）
2.2（4.8）
0.7（1.0）
0.5（0.7）
0.6（1.0）
0.5（0.7）
0.6（0.9）
　 －

13.0（17.0）
11.0（16.0）
21.0（30.0）
09.2（11.0）
06.2（06.8）
07.4（09.5）
05.1（12.0）
11.0（09.0）
5.0 以下

富士白苑付近
富士白苑付近
鴫立橋
河口付近
プリンスホテル付近
川尻公園付近
スーパーヤオマサ付近
大磯ローンテニスクラブコート付近
　　　　　　　－

河川名 測定地点 ｐＨ
（単位：なし）

※数値は年度内平均値、（　）内は前年度測定値
●海域水質調査結果

中　央
漁　港
港　外
環境基準

8.3（8.2）
8.3（8.2）
8.3（8.3）
7.8～8.3

0.5未満（無検出）
0.5未満（無検出）
0.5未満（無検出）
　　 無検出

大磯港 ｐＨ
（単位：なし）

2.0（2.8）
2.5（2.3）
2.1（2.6）
2.0 以下

6.7（7.3）
7.0（6.8）
7.0（7.0）
 7.5 以上

11.0（1,300）
9.3（ 790）
22.0（ 220）
   1,000以下

※数値は年度内平均値、（　）内は前年度測定値
●二酸化窒素濃度調査結果

測定地点
役場南側
図書館前
国府支所

単位：ppm

0.028（0.015）
0.020（0.010）
0.023（0.016）

※数値は１時間値の日平均値、（　）内は前年度測定値
◎環境基準：0.04～0.06ppmまでのゾーン内またはそれ以下
◎測定方法：ザルツマン試薬を用いる吸光光度法
◎採取時間：12：00～翌日の12：00までの24時間 用語の解説

◎ｐＨ（ペーハー・水素イオン濃度）
　溶液中の水素イオン濃度を表す記号で水
素イオン指数ともいう。ｐＨは、0から１４
まであり、7が中性、7を超えるとアルカ
リ性、7未満が酸性となる。

◎ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）
　水中の有機物質が一定条件のもとで微生
物によって分解されるときに消費される酸
素の量。

◎ＣＯＤ（化学的酸素要求量）
　水中の有機物質が酸化剤によって酸化さ
れるときに消費される酸素の量。

◎ＳＳ（浮遊物質量）
　水中に懸濁している固体や浮遊固形物。

◎ＤＯ（溶存酸素量）
　水中に溶け込んでいる酸素の量。き
れいな河川は通常7～１０　　　程度で
ある。
◎ｎ- ヘキサン　　　　　　　　　　
　（ノルマルヘキサン抽出物質）
　水中に含まれている比較的揮発しにくい
油状物質の量。

◎大腸菌群
　人畜の排泄物などによる汚れを知る尺度
で、各消化器系病原菌によって汚染されて
いる可能性が高い。

◎ppm
　濃度の単位で、１００万分の１を表す。

◎環境基準
　人間の健康を保護し、生活環境を保全す
るうえで維持されることが望ましい基準。
（いわゆる規制基準ではない。）
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平成16年度

ダイオキシン類
測定調査結果

　環境美化センターでは、ごみ焼却施設のダイオキシン類の排出実態と周辺環
境への影響を把握するため、毎年、焼却施設の排ガス及び焼却灰、焼却施設周
辺環境のダイオキシン類濃度の測定を行っています。
　昨年度の結果は以下の表及びグラフに示すとおり、それぞれ基準値を下回っ
ており、引き続き良好な環境が保たれています。

周辺環境 焼却施設

0.1

0.08

0.06

0.04

0.02

0
H１２年度 １３年度 １４年度 １５年度 １６年度

〈井戸水〉

30
25

20

15

10

5

0
H１２年度 １３年度 １４年度 １５年度 １６年度

〈土壌〉

0.15

0.10

0.05

0.00
H１２年度 １３年度 １４年度 １５年度 １６年度

〈大気〉 〈排ガス〉

0.082

0.089

0.022

●0.086
■0.075
▲0.068

■0.016
▲0.014
●0.013

■0.033
▲0.031
●0.029

0.11

0.14

20

5.6 5.7
3.3 4.0

3.7

9.6

3.92.24.82.7

27

19

27 28

0.067

0.046 0.042
0.050

環境基準：1.0

環境基準：0.6

環境基準：1,000

石神台西公園 虫窪スポーツ広場 虫窪下田地区

１号炉

２号炉

0.017

0.023

16年度

0.064

0.091

15年度

0.022

0.034

14年度

  1.0※

規制値

※平成14年12月1日以降の規制値

〈焼却灰〉

集じん灰

炉 下 灰

0.38

0.18

16年度

0.62

0.0020

15年度

0.17

0.0019

適用なし

3.0

14年度 規制値

※集じん灰：集じん機で集められ、加熱脱塩素化処理した灰
　炉 下 灰：焼却炉の下部より排出される灰

・ｎｇ（ナノグラム）… 10億分の１グラム

・ｐｇ（ピコグラム）… １兆分の１グラム

・ＴＥＱ（毒性等量換算値） …ダイオキシン類の中で
　もっとも毒性の強い2,3,7,8-ダイオキシンの毒性
　を基準として、係数を掛けて算出した数値

単位の説明

　
町
で
は
、
４
月
１
日
現
在
、
町
在

住
で
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳

を
持
ち
、
施
設
に
入
所
し
て
い
な
い

方
に
心
身
障
害
者
福
祉
年
金
を
支
給

し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
次
の
と
お
り
支
給
し

ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
心
身
障
害
者
福
祉
年
金
は

申
請
の
手
続
き
は
不
要
で
す
。

▼
支
給
日
　
６
月
30
日
（
木
）

▼
支
給
額

○
身
体
障
害
者
手
帳
１
、
２
級
及
び

　
知
能
指
数
35
以
下
と
判
定
さ
れ
た

方
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
万
円

○
身
体
障
害
者
手
帳
３
、
４
級
及
び

　
知
能
指
数
36
以
上
50
以
下
と
判
定

さ
れ
た
方
…
…
…
…
…
…
７
千
円

○
身
体
障
害
者
手
帳
５
、
６
級
及
び

　
知
能
指
数
51
以
上
70
以
下
と
判
定

さ
れ
た
方
…
…
…
…
５
千
５
百
円

▼
支
給
方
法
　
指
定
口
座
へ
振
込
み

◎
問
い
合
わ
せ

　
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　（
73
）４
５
３
０

　
県
内
の
社
会
福
祉
施
設
に
お
い
て
、

産
休
等
の
代
替
職
員
と
し
て
臨
時
採

用
す
る
職
員
の
登
録
を
行
い
ま
す
。

▼
登
録
の
対
象
者

　
県
内
に
居
住
し
、
次
の
資
格
を
有

す
る
方
で
現
在
無
職
の
方
、
ま
た
は

社
会
福
祉
施
設
以
外
の
業
務
に
従
事

し
て
い
る
が
、
社
会
福
祉
施
設
に
勤

務
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
方

　
保
育
士
、
看
護
師
、
保
健
師
、
介

護
員
、
児
童
生
活
支
援
員
、
寮
母
、

児
童
自
立
支
援
専
門
員
、
児
童
指
導

員
、
生
活
指
導
員
、
職
業
指
導
員
、

母
子
指
導
員
、
作
業
療
法
士
、
理
学

療
法
士
、
心
理
士
、
栄
養
士
、
調
理

員▼
登
録
期
間

　
６
月
９
日（
木
）ま
で

▼
登
録
方
法

　
登
録
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
子
育
て
介
護
課
に
提
出
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
介
護
課
　
　
内
線
３
０
５
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大
地
震
の
と
き
、
「
誰
か
が
助
け

て
く
れ
る
だ
ろ
う
」
、
「
誰
か
が
準

備
し
て
い
る
だ
ろ
う
」
と
非
常
用
の

備
蓄
を
し
て
い
な
い
人
は
い
ま
せ
ん

か
？
災
害
時
は
自
分
の
身
は
自
分
で

守
る
の
が
原
則
で
す
。

　
特
に
食
料
や
水
は
生
活
し
て
い
く

た
め
に
は
と
て
も
重
要
で
す
の
で
、

最
低
で
も
３
日
分
は
備
蓄
が
必
要
で

す
。
ま
た
正
し
い
情
報
を
確
実
に
入

手
す
る
た
め
の
ラ
ジ
オ
や
救
急
用
の

医
薬
品
な
ど
、
最
低
限
の
生
活
必
需

品
を
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
組
立
式
簡
易
ト
イ
レ
な
ど
も
準
備

し
て
お
く
と
便
利
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
防
災
対
策
担
当
　
　
内
線
２
４
１

3

地
震
に
備
え
よ
う

　
５
月
15
日（
日
）、
大
磯
港
に
お
い

て
町
内
12
分
団
の
消
防
団
員
が
集
ま

り
、
ポ
ン
プ
の
取
扱
い
、
放
水
訓
練

や
放
水
圧
力
体
験
の
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
ま
た
東
の
池
で
は
、
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
と
可
搬
ポ
ン
プ
の
性
能
検
査

を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
検
査
は
、
ポ

ン
プ
の
真
空
試
験
、
放
水
量
試
験
で
、

ポ
ン
プ
の
規
格
に
相
当
す
る
性
能
が

あ
る
か
の
検
査
で
す
。
検
査
の
結
果

す
べ
て
の
ポ
ン
プ
が
適
合
し
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
消
防
署
　
 （
61
）０
９
１
１

　
昨
年
は
、
台
風
や
大
雨
に
よ
る
風

水
害
や
、
新
潟
県
中
越
地
震
や
ス
マ

ト
ラ
沖
地
震
な
ど
多
く
の
災
害
が
発

生
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
震
調
査
研
究
推
進
本
部

地
震
調
査
委
員
会
の
調
査
に
よ
る
と
、

今
後
30
年
以
内
に
震
度
６
弱
以
上
の

地
震
が
発
生
す
る
確
率
と
し
て
、
当

町
に
近
い
「
神
縄
・
国
府
津
―
松
田

断
層
帯
」
が
最
大
で
16
％
と
い
う
、

全
国
に
お
い
て
最
も
高
い
確
率
で
あ

る
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
い
つ
起
こ
る
か
わ

か
ら
な
い
災
害
に
対
し
、
事
前
の
対

策
が
と
て
も
重
要
と
な
っ
て
い
る
昨

今
、
国
や
県
に
お
い
て
は
、
災
害
に

対
す
る
諸
対
策
の
改
訂
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
そ
こ
で
町
で
も
、
災
害
が
発
生
し

た
際
の
基
本
的
な
対
策
を
定
め
た
「
地

域
防
災
計
画
」
の
改
訂
を
行
い
ま
す
。

　
改
訂
に
あ
た
っ
て
は
、
県
の
地
域

防
災
計
画
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、

近
年
発
生
し
た
災
害
に
お
け
る
教
訓

や
、
ま
た
町
民
の
方
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て

反
映
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
わ

か
り
や
す
く
、
実
効
性
の
あ
る
計
画

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
い
ざ
災
害
が
発
生
し
た

場
合
に
、
た
だ
ち
に
初
動
態
勢
が
取

れ
る
よ
う

″住
民
用
行
動
マ
ニ
ュ
ア

ル
″
及
び

″職
員
用
行
動
マ
ニ
ュ
ア

ル
″
を
あ
わ
せ
て
作
成
す
る
他
、
計

画
改
訂
に
あ
わ
せ
た
防
災
講
演
会
の

実
施
等
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　
な
お
、
計
画
改
訂
の
完
了
は
、
平

成
18
年
３
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
防
災
対
策
担
当
　
　
内
線
２
４
１

地域防災計画
の改訂

住民用行動
マニュアルの作成

職員用行動
マニュアルの作成

平成17.6 平成17.7～9 平成17.10～18.3

地域防災計画の改訂 地
域
防
災
計
画

改
訂
完
了

住民の意見を伺うために、6月にアンケート調査
を実施します。ご協力をお願いします。
　　　　　　　　（無作為に1,000件抽出予定）

行動マニュアルの作成

防災会議
議会報告

防災会議

議会報告

防災会議
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配偶者特別控除の適用表

配偶者の給与
（パート等）
の収入

103万円
以下

103万円超
140万円未満

140万円以上 76万円以上

39万円超
76万円未満

38万円
以下

配偶者の
所得金額 配偶者

控除

○

×

× ×

○

○

○

変更なし

変更なし

×

改正前 改正後

配偶者
特別
控除

配偶者
控除

配偶者
特別
控除

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（基礎控除のみの場合）

生計同一の妻に対する均等割の非課税措置適用表

注１　平成17年度は、均等割額の2分の1の額（町民
　　　税1,500円・県民税500円）が課税されます。
　　　平成18年度以後は、均等割額（町民税3,000円
　　　・県民税1,000円）が全額課税されます。

妻の給与（パート等）
の収入金額

９７万円超
１００万円以下

３２万円超
３５万円以下

９７万円以下 ３２万円以下

１００万円超え ３５万円超

所得金額
町県民税

均等割 所得割

非課税 非課税

課　税 非課税

課　税 課　税

注１

《子どもサンデー教室年間開催予定表》
回 日時 開催場所 内容 講師

１

２

３

４

５

６

７

８

8月21日（日）
13：30～15：30

9月11日（日）
13：30～15：30

10月16日（日）
13：30～15：30

11月13日（日）
17：00～19：00

1月29日（日）
13：30～15：30

６月12日（日）
13：30～15：30

めんこを作って遊ぼう！
生涯学習館
　社会教育指導員

ハウスキュウリ栽培農家
添田　崇義さん

元中学校理科担当教諭
渡辺　良子さん

平塚市博物館
学芸員　鳫　宏道さん

生涯学習課
　スポーツ班

グランドゴルフに
　　チャレンジしよう！

大磯の農産物を調べよう！

冬の星座を観察しよう！

理科の実験を
　　　やってみよう！

地震はなぜ起きるの？！
東京大学講師
中橋　徹也さん
平塚防災まちづくりの会

日本手工芸指導協会
七宝工芸科
師範　藤田達子さん

元大磯プリンスホテル
総料理長
島村　敦夫さん

おいしい料理を作ろう！

七宝焼きで
アクセサリーを作ろう！

生涯学習館

生涯学習館

大磯町内

生涯学習館

生涯学習館

生涯学習館

生涯学習館

保健センター

７月31日（日）
13：30～15：30

12月11日（日）
10：00～12：00

　
今
年
度
の
町
県
民
税
よ
り
、
配
偶
者
特
別
控

除
の
一
部
（
配
偶
者
控
除
に
上
乗
せ
し
て
適
用

さ
れ
て
い
た
部
分
）
が
廃
止
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
均
等
割
非
課
税
措
置
の
一
部
も
変
更

さ
れ
ま
す
。

　
配
偶
者
の
所
得
金
額
が
38
万
円
以
下
の
場
合
、

配
偶
者
控
除
及
び
配
偶
者
特
別
控
除
の
適
用
が

あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
17
年
度
よ
り
配
偶
者
特

別
控
除
の
適
用
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
均
等
割
の
納
税
義
務
が
あ
る
夫
と
生

計
を
同
一
に
し
、
且
つ
同
じ
市
町
村
に
住
所
を

有
す
る
妻
は
、
均
等
割
が
非
課
税
と
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
平
成
17
年
度
よ
り
段
階
的
に
非
課

税
措
置
を
廃
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
17
年
度
は
、所
得
金
額
が
一
定
の
金
額

を
超
え
る
者（
例
…
パ
ー
ト
収
入
で
97
万
円
超
）

は
、均
等
割
額
の
２
分
の
１
の
額（
町
民
税
１
，５

０
０
円
・
県
民
税
５
０
０
円
）が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
18
年
度
以
後
は
、
均
等
割
額
（
町
民
税

３
，０
０
０
円
・
県
民
税
１
，０
０
０
円
）
が
全

額
課
税
さ
れ
ま
す
。
但
し
、
所
得
が
一
定
の
額

を
超
え
な
い
方
は
今
ま
で
ど
お
り
非
課
税
と
な

り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
税
務
課

　
　
内
線
２
５
３
・
２
５
４

　
今
年
度
新
た
に
小
学
３
年
生
か
ら
６
年
生
ま

で
の
児
童
を
対
象
に
体
験
や
実
習
な
ど
の
学
習

を
通
し
て
、
子
ど
も
の
持
つ
自
主
性
や
創
造
力

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
子
ど
も
サ
ン
デ
ー
教

室
を
開
催
し
ま
す
。

　
募
集
に
つ
い
て
は
、
年
間
予
定
表
に
基
づ
い

て
、
該
当
す
る
月
の
広
報
で
毎
回
募
集
し
ま
す

の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
第
１
回
目
は
、
「
地
震
は
な
ぜ
起
き
る
の
」

と
い
う
内
容
で
、
簡
単
な
実
験
や
防
災
か
る
た

な
ど
を
使
用
し
て
楽
し
く
地
震
に
つ
い
て
の
認

識
を
深
め
ま
す
。

▼
と
き
　
６
月
12
日（
日
）
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

▼
と
こ
ろ
　
生
涯
学
習
館

▼
講
師
　
東
京
大
学
講
師
　
中
橋
徹
也
さ
ん
・

ひ
ら
つ
か
防
災
ま
ち
づ
く
り
の
会

▼
対
象
　
町
在
住
・
在
学
の
小
学
３
年
生
か
ら

６
年
生
　
30
名

▼
参
加
費
　
無
料
　
▼
持
物
　
筆
記
用
具

▼
申
込
方
法
　
往
復
は
が
き
（
一
人
一
枚
）
で
、

講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
明
記
の
う
え
、
６
月
８
日
（
水
）
ま
で
に

生
涯
学
習
館
へ
（
必
着
）
。
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
と
し
、
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

生
涯
学
習
館
　
　（
61
）０
６
７
６

〒
255
―

０
０
０
１
　
大
磯
町
高
麗
２
―

14
―

20

　
毎
年
５
月
か
ら
８
月
頃
に
か
け
て
、
特
殊
な

電
離
層
が
発
生
し
、
普
段
は
届
く
こ
と
の
な
い

外
国
の
電
波
が
反
射
し
て
日
本
に
届
い
て
し
ま

う
こ
と
か
ら
、
１
ま
た
は
３
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
画

像
が
「
し
ま
模
様
」
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

解
消
法
と
し
て
、
Ｕ
Ｈ
Ｆ
中
継
局
が
受
信
で
き

る
地
域
で
は
、
Ｕ
Ｈ
Ｆ
電
波
の
受
信
を
お
勧
め

し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
横
浜
放
送
局

　
　
０
５
７
０（
00
）３
４
３
４
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こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

８０
歳
で
２０
本
、
６０
歳
で
２４
本
の

歯
を
保
と
う
！

「
年
を
と
っ
た
ら
歯
が
抜
け
る
の

は
仕
方
が
な
い
こ
と
」
と
思
っ
て

い
ま
せ
ん
か
？
人
の
歯
は
き
ち
ん

と
使
え
ば
400
年
か
ら
500
年
は
保
て

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
の
歯
は
、
今
何
本
あ
り

ま
す
か
？
成
人
で
は
親
知
ら
ず
の

４
本
を
い
れ
て
32
本
に
な
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、実
際
に
は
40
代
の

平
均
が
26
本
、
50
代
で
は
23
本
、
60

代
で
19
本
、
70
代
で
11
本
、
80
代
で

は
５
本
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
歯
を
失
う
原
因
の
第
一
位
は
歯

周
病
で
す
。
35
歳
か
ら
44
歳
で
は
、

お
よ
そ
５
割
の
人
が
初
期
の
歯
周

病
（
歯
肉
炎
）
に
か
か
っ
て
い
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

歯
周
病
と
は
？

　
歯
と
歯
茎
の
境
目
に
た
ま
っ
た

歯
垢
の
中
の
菌
が
出
す
毒
素
に
よ

り
、
歯
肉
に
炎
症
が
起
き
、
歯
ぐ

き
が
腫
れ
た
り
出
血
し
た
り
し
ま

す
。
炎
症
が
進
む
と
歯
と
歯
肉
の

間
に
ポ
ケ
ッ
ト
と
い
わ
れ
る
溝
が

で
き
る
た
め
に
、
歯
垢
が
た
ま
り

や
す
く
な
り
、
炎
症
も
進
む
と
い

う
悪
循
環
か
ら
、
症
状
は
ど
ん
ど

ん
進
行
し
て
い
き
ま
す
。
や
が
て

は
、
歯
を
支
え
る
歯
槽
骨
も
溶
け

て
、
歯
が
抜
け
落
ち
ま
す
。
こ
の

一
連
を
歯
周
病
と
言
い
ま
す
。

　
学
生
時
代
ま
で
は
毎
年
あ
っ
た

歯
科
検
診
で
す
が
、
大
人
に
な
っ

て
か
ら
は
な
か
な
か
チ
ャ
ン
ス
が

あ
り
ま
せ
ん
ね
。

タ
バ
コ
を
吸
う
・
口
が
ネ
バ
ネ

バ
す
る
・
歯
磨
き
で
出
血
・
食

べ
物
が
歯
に
は
さ
ま
る
・
歯
が

ぐ
ら
ぐ
ら
す
る
・
ス
ト
レ
ス
が

た
ま
っ
て
い
る
・
以
前
よ
り
歯

が
長
く
な
っ
た
と
感
じ
る
・
口

臭
が
気
に
な
る

　
一
つ
で
も
あ
て
は
ま
る
場
合
は

歯
周
病
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
年
に
一
度
は
歯
科
の
定
期
検
診

を
受
け
、口
の
中
の
チ
ェ
ッ
ク
を
お

勧
め
し
ま
す
。早
期
発
見
と
あ
わ
せ

て
自
分
の
歯
の
手
入
れ
方
法
が
適

切
か
ど
う
か
の
確
認
も
大
切
で
す
。

　
た
ば
こ
と
糖
尿
病
は
、
歯
周
病

を
悪
化
、
進
行
さ
せ
る
要
因
に
な

り
ま
す
。
ご
注
意
を
！！

◎
問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
介
護
課

　
吉
田
　
　
内
線
３
０
８

　
歯
周
病
は
40
歳
以
降
に
歯
を
失
っ

て
い
く
大
き
な
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
80
歳
で
20
本
の
歯
を
保
つ｢

８
０

２
０
運
動｣

に
つ
な
が
る
一
つ
の
手

立
て
と
し
て
、
40
・
50
・
60
・
70
歳

の
節
目
年
齢
を
対
象
に
検
診
を
行
い

ま
す
。

▼
実
施
期
間
　
6
月
1
日（
水
）〜
11

月
30
日（
水
）

▼
実
施
場
所
　
町
内
指
定
歯
科
医
療

機
関
（
表
の
と
お
り
）

▼
対
象
　
平
成
17
年
度
中
（
平
成
18

年
3
月
31
日
ま
で
）
に
40
歳
・
50

歳
・
60
歳
・
70
歳
に
な
る
方
（
た

だ
し
治
療
中
の
方
は
該
当
し
ま
せ

ん
）

▼
受
診
方
法
　
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
案
内
と
受
診
券
を
郵

送
し
ま
す
。
希
望
す
る
指
定
医
療

機
関
に
予
約
の
う
え
、
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
費
用
　
500
円
（
た
だ
し
生
活
保
護

法
に
よ
る
被
生
活
保
護
世
帯
に
属

す
る
方
は
無
料
）

◎
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
介
護
課
　
　
内
線
３
０
８

歯歯
周
病
危
険
度
チ
ェ
ッ
ク
！

歯周疾患検診医療機関一覧表

有近歯科医院

今井歯科医院

加藤歯科診療所

熊坂歯科医院

郷土歯科医院

コクフ歯科クリニック

こだま歯科クリニック

小林歯科医院

並木歯科医院

藤山歯科医院

松本歯科医院

簑島歯科医院

大磯1062

高麗2－10－30

国府本郷528－1

東町1－6－16

大磯999

月京3－25

西小磯253－40

国府新宿162

大磯1668

月京23－10

西小磯162

国府新宿402

61－6060

61－0190

61－3327

61－1101

61－0648

71－8009

60－2111

71－0573

61－5155

73－4899

61－7750

72－2814

　
皆
さ
ん
に
町
役
場
を
気
持
ち
よ
く

ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
に
、
窓
口
サ
ー

ビ
ス
向
上
へ
の
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
窓
口
で
感
じ
た
印
象
な
ど
を
ア
ン

ケ
ー
ト
で
お
答
え
い
た
だ
く
も
の
で

す
。
　
皆
さ
ん
の
率
直
な
ご
意
見
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
実
施
期
間
】

　
6
月
1
日（
水
）〜
30
日（
木
）

【
実
施
場
所
】

　
本
庁
舎
・
国
府
支
所
・
保
健
セ
ン

タ
ー

◎
問
い
合
わ
せ

　
地
域
協
働
課
　
　
内
線
２
３
７

窓
口
サ
ー
ビ
ス
の

　
ア
ン
ケ
ー
ト
に

　
　  
ご
協
力
を
　

名　　　　称 住　　　　所 電話番号
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予
約
サ
ー
ビ
ス
を

　
　
　
　
ご
存
知
で
す
か

　
当
館
の
所
蔵
資
料
の
う
ち
、
利

用
し
た
い
資
料
が
貸
出
中
だ
っ
た

り
、
他
館
（
本
館
ま
た
は
分
館
）

に
所
蔵
し
て
い
る
と
き
は
、
ぜ
ひ

　

″予
約
サ
ー
ビ
ス
″
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

　
資
料
が
返
却
さ
れ
た
時
、
ま
た

は
他
館
か
ら
取
り
寄
せ
た
時
、
予

約
し
た
方
に
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル

で
連
絡
し
ま
す
。
連
絡
を
受
け
た

ら
、
一
週
間
以
内
に
来
館
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
電
話
で
連
絡
す

る
時
、
ご
本
人
以
外
に
伝
言
す
る

場
合
は
資
料
名
は
お
伝
え
し
ま
せ

ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
場
合
は
お

手
数
で
す
が
、
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
当
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
予

約
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
そ

の
場
合
は
、
利
用
券
番
号
と
パ
ス

ワ
ー
ド
が
必
要
で
す
。
パ
ス
ワ
ー

ド
に
つ
い
て
は
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー

で
た
ず
ね
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
当
館
で
所
蔵
し
て
い
な

い
図
書
や
雑
誌
を
利
用
し
た
い
場

合
に
は
、
購
入
ま
た
は
他
の
図
書

館
か
ら
借
用
す
る
手
続
き
を
行
い

ま
す
の
で
、
″
リ
ク
エ
ス
ト
カ
ー

ド
″
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
資

料
が
用
意
で
き
ま
し
た
ら
、
電
話

ま
た
は
メ
ー
ル
で
連
絡
し
ま
す
。

　
予
約
多
数
の
場
合
や
他
の
図
書

館
か
ら
借
用
す
る
場
合
は
、
お
待

た
せ
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

図
書
館
に
た
ず
ね
て
く
だ
さ
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

こ
ん
な
こ
と
も
で
き
ま
す

◎
貸
出
状
況
の
確
認
・
延
期

　
利
用
券
番
号
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を

入
力
す
る
と
、
貸
出
資
料
名
と
返

却
日
が
わ
か
り
ま
す
。
予
約
が
入
っ

て
い
な
い
図
書
・
雑
誌
は
、
返
却

日
か
ら
二
週
間
延
期
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

◎
予
約
資
料
の
確
認

　
利
用
券
番
号
と
パ
ス
ワ
ー
ド
の

入
力
で
確
認
で
き
ま
す
。
予
約
多

数
の
時
は
、
順
番
の
確
認
も
で
き

ま
す
。

神
奈
川
県
立
図
書
館
の

　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が

　
　
　
　

変
わ
り
ま
し
た

　
４
月
15
日
か
ら
新
シ
ス
テ
ム
に

変
更
に
な
り
ま
し
た
。
利
用
券
登

録
と
パ
ス
ワ
ー
ド
・
ア
ド
レ
ス
登

録
に
よ
り
、
県
立
図
書
館
資
料
の

予
約
入
力
や
メ
ー
ル
で
の
連
絡
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
場
合
、

個
人
で
の
貸
出
・
返
却
と
な
り
ま

す
。
当
館
を
通
じ
て
の
貸
出
・
返

却
を
希
望
す
る
際
は
、
従
来
ど
お

り
当
館
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

県
立
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http
://w
w
w
.klnet.p

ref.

　
　
　
　
　
　

　kanag
aw
a.jp
/

◎
問
い
合
わ
せ

　
図
書
館
　
　（
61
）３
０
０
２

ま
ち
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

※
利
用
時
間
…
平
日
は
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
６
時
50
分
、
土
・

日
は
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４

時
50
分

◎
大
磯
駅
と
９９
の
駅
舎

○
と
き
　
６
月
８
日（
水
）〜
16
日

（
木
）　
初
日
は
午
後
か
ら
、
最

終
日
は
午
後
４
時
ま
で

○
と
こ
ろ
　
図
書
館
本
館
２
階
ロ

ビ
ー

○
内
容
　
写
真
の
展
示

◎
問
い
合
わ
せ

　
杉
崎
宅
　
　（
71
）８
３
１
６

◎
大
磯
絵
画
同
好
会
絵
画
展

○
と
き
　
６
月
18
日（
土
）〜
30
日

（
木
）　
最
終
日
は
午
前
中
の
み

○
と
こ
ろ
　
図
書
館
本
館
２
階
ロ

ビ
ー

○
内
容
　
絵
画
の
展
示

◎
問
い
合
わ
せ

　
加
藤
宅
　
　（
61
）５
０
８
３
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広
報
３
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
が
、
狭
あ
い
道
路
後
退
用
地
の
有

償
譲
渡
の
金
額
、
立
木
・
工
作
物
の

補
償
基
準
の
引
き
下
げ
を
７
月
１
日

以
降
の
協
議
書
提
出
か
ら
適
用
し
ま

す
。
　
町
で
は
、
狭
い
道
に
面
し
て
建
物

を
建
て
る
場
合
に
は
、
建
築
基
準
法

に
定
め
ら
れ
て
い
る
４
メ
ー
ト
ル
の

道
幅
を
確
保
し
、
住
み
よ
い
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
の
整
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
皆
さ
ま
の
理
解
と
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

○
後
退
用
地
の
有
償
譲
渡
の
額

固
定
資
産
評
価
額
の
30
％
（
１
　

当
り
）

○
立
木
・
工
作
物
の
補
償
額

町
が
算
定
し
た
額
（
限
度
額
200
万

円
）

◎
問
い
合
わ
せ
　
都
市
整
備
課

　
　
内
線
２
３
４
・
２
３
５

　
今
回
は
、
東
海
道
松
並
木
（
東

小
磯
）
に
咲
い
た
水
仙
に
つ
い
て

４
月
９
日（
土
）に
、
ま
た
、
５
月

５
日（
木
）に
行
わ
れ
た
国
府
祭
に

つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

東
海
道
松
並
木
に
咲
い
た
水
仙

　
私
達
に
説
明
を
し
て
く
れ
た
の

は
、
２
年
前
の
秋
に
、
松
並
木
に

水
仙
の
球
根
を
植
え
た
片
野
さ
ん

と
外
川
さ
ん
で
し
た
。

　
実
は
私
も
、
お
父
さ
ん
に
連
れ

ら
れ
、
片
野
さ
ん
達
と
一
緒
に
水

仙
を
植
え
ま
し
た
。

　
そ
の
時
は
と
て
も
大
変
に
思
え

た
け
れ
ど
、
今
年
、
キ
レ
イ
に
咲

い
た
水
仙
を
見
て
み
る
と
、
お
話

を
し
て
い
る
よ
う
に
く
っ
つ
き
合
っ

て
い
る
２
つ
の
水
仙
が
あ
っ
た
り
、

大
き
く
空
に
口
を
開
け
て
い
る
よ

う
な
水
仙
、
寝
て
い
る
よ
う
に
地

面
を
向
い
て
い
る
水
仙
な
ど
、
色
々

な
水
仙
が
あ
り
、
見
て
い
て
楽
し

か
っ
た
で
す
。
植
え
て
よ
か
っ
た

な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

（
蒲
原
な
な
子
）

　
私
は
何
で
こ
の
場
所
に
水
仙
を

植
え
た
の
か
、
と
て
も
興
味
が
あ

り
ま
し
た
。

　
そ
れ
は
、
大
磯
を
一
年
中
花
が

い
っ
ぱ
い
な
町
に
し
よ
う
と
い
う

考
え
か
ら
始
ま
り
、
全
国
で
も
松

並
木
が
３
つ
も
残
っ
て
い
る
の
は

と
て
も
珍
し
い
大
磯
町
で
、
３
つ

の
う
ち
真
ん
中
に
位
置
す
る
松
並

木
に
、
緑
の
松
に
似
合
う
黄
色
の

水
仙
を
植
え
た
ら
、
み
ん
な
が
キ

レ
イ
だ
な
、
大
磯
に
行
っ
て
み
た

い
な
と
思
う
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

　
２
年
前
、
そ
し
て
昨
年
の
秋
の

２
回
、
場
所
を
分
け
て
球
根
を
植

え
、
今
年
の
秋
に
残
り
の
場
所
に

球
根
を
植
え
る
と
、
来
年
の
春
に

は
、
大
磯
中
学
校
か
ら
滄
浪
閣
ま

で
の
松
並
木
す
べ
て
に
水
仙
が
咲

き
、
水
仙
ロ
ー
ド
が
完
成
す
る
の

で
、
来
年
が
楽
し
み
で
す
。

（
齋
藤
亜
里
沙
）

　
水
仙
に
は
色
々
な
種
類
が
あ
る

み
た
い
で
す
が
、
松
並
木
に
は
黄

色
の
ラ
ッ
パ
ズ
イ
セ
ン
が
植
え
て

あ
り
ま
し
た
。

　
良
く
見
て
み
る
と
、
２
年
前
に

植
え
た
と
い
う
二
宮
寄
り
の
場
所

に
は
大
き
く
真
っ
黄
色
の
水
仙
が
、

昨
年
植
え
た
中
央
に
は
少
し
白
い

黄
色
の
小
さ
い
水
仙
が
あ
り
ま
し

た
。
平
塚
寄
り
の
部
分
に
は
ま
だ

水
仙
が
な
く
、
今
年
植
え
る
ら
し

い
の
で
、
ど
ん
な
水
仙
が
咲
く
の

か
楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。

　
松
の
木
の
下
は
土
が
固
く
、ま

た
松
の
樹
液
が
強
い
の
で
、他
の
花

で
は
育
た
な
い
ら
し
く
、毒
素
を
持

つ
水
仙
が
選
ば
れ
た
よ
う
で
す
。

　
車
を
運
転
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
さ

ん
な
ど
、
「
き
れ
い
だ
」
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
ち
こ
ち
か
ら
伝

え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
今
年
見
れ

な
か
っ
た
人
は
、
来
年
ぜ
ひ
行
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。（
齋
藤
啓
太
）

国
府
祭

　
僕
は
（
相
模
国
の
総
社
）
六
所

神
社
の
は
っ
ぴ
を
着
て
、
六
所
神

社
か
ら
馬
場
公
園
ま
で
、
や
り
を

持
っ
て
「
や
〜
と
ぉ
〜
さ
か
え
」

の
掛
け
声
で
進
み
ま
し
た
。
（
20

ペ
ー
ジ
、
カ
メ
ラ
ス
ケ
ッ
チ
参
照
）

　
国
府
祭
は
神
そ
ろ
い
山
で
の
座

問
答
や
馬
場
公
園
で
お
み
こ
し
が

出
た
り
、
６
つ
の
神
社
が
集
ま
る

大
き
な
お
祭
り
で
、
そ
の
お
祭
り

に
参
加
し
て
貴
重
な
経
験
が
で
き

ま
し
た
。
今
後
も
大
磯
の
色
々
な

行
事
に
参
加
し
て
行
き
た
い
で
す
。

（
山
口
健
太
）

こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
一
緒
に
手
伝
っ
て
く
れ

る
こ
ど
も
記
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
企
画
室
　
　
内
線
２
０
７

▲今年度新規にこども記者になった3人です。
　頑張ってレポートしますので、応援してくだ
　さい。左から蒲原さん（小5）、山口くん（小5）、
　齋藤さん（小6）。また昨年に引続き、森山さん
　（中3）、齋藤くん（小6）もレポートします。

▲片野さん、外川さんの説明を熱心に
　メモするこども記者たち

▲仲良く寄り添う水仙

▲勇猛にかつがれた六所神社の神輿
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会議開催のお知らせ

相　談　名 相 談 内 容 等 と　　　き と　こ　ろ 相談窓口・主管課

人 権 相 談 家庭内（夫婦・親子・扶養等）、隣近所
とのもめごと、いじめ、体罰等

行 政 相 談
年金・医療保険・登記・道路・行政機関
の窓口対応など国の行政に対する苦
情・意見・要望等

法律相談（予約制） 相続・離婚・金銭貸借・暴力傷害・債権・債務等、日常生活の中の法律的な問題

消費生活相談
物品、サービス等の契約に関するトラ
ブル、解約手続き、商品や訪問販売に
関する苦情等

心配ごと相談 人間関係などの日常生活上のさまざ
まな悩み、相談

電話教育相談 不登校・いじめ等　電話・来所相談
対象…園児・児童・生徒と保護者

１日（水）
１０時～正午　１３時～１５時
１６日（木）
１３時～１６時

１６日（木）
１３時～１６時

９日（木）１６日（木）
１３時～１６時

毎週月曜日～金曜日
９時３０分～正午
１３時～１６時
（ただし、祝日は除
きます。）

２１日（火）
１３時～１５時３０分

毎週月曜日～金曜日
９時～正午
１３時～１６時３０分

福祉センター
「さざれ石」
※法律相談の予約は毎
月１日からです。（１日が
土・日・祝日の場合は、
翌日または翌々日）

平塚市消費生活センター
平塚市八重咲町３番３号
ＪＡビルかながわ２階
（２１）７５３０
※無料の駐車場はありません。

福祉センター
「さざれ石」

社会福祉協議会
 （６１）９３９０

大磯町立小磯幼稚園内大磯町適応指導
教室　　（６１）８７９５

地域協働課
　内線２３７

相談のご案内［6月］

気象情報
4月

最高気温　27.5度　　最低気温　4.5度　　平均気温　14.5度
総雨量　71.0mm

骨太体操講習会
月

6月

日（曜日） 時　　間 場　　　所

 6 日（月） 13：30～15：00 国府新宿福祉館

13日（月） 13：30～15：00 国府支所

14日（火） 14：00～15：30 ふれあい会館

20日（月） 13：30～15：00 国府新宿福祉館

28日（火） 14：00～15：30 ふれあい会館

7月

 4 日（月） 13：30～15：00 国府新宿福祉館

12日（火） 14：00～15：30 ふれあい会館

15日（金） 13：30～15：00 国府支所

25日（月） 13：30～15：00 国府新宿福祉館

26日（火） 14：00～15：30 ふれあい会館

　広報おおいそ5月号11ページで掲載しました「西行祭短歌大会結果」の1位
作品に誤りがありましたので、お詫びして訂正します。

第48回大磯西行祭短歌大会　第1位　須藤　トキ子
　　　　　　　　　おおかぶら

被災地の友の絵手紙大蕪ずしりと描かれ無事を告げきし

〔（誤）蕪→（正）大蕪〕

　　経済観光課　　内線264

　広報おおいそ4月号にあわせて配布しました「ごみの出し方・分け方」に掲
載しています、家庭用電動生ごみ処理機の取扱い店が追加になりましたので
追加記入をお願いします。

【10ページ：追加掲載】

　　環境美化センター　　（72）4438

お詫びと訂正

販売店名 取り扱いメーカー

まつやクリーニング スターエンジニアリング

電話番号

６１-６１２１
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人口 32,536（－13）　男 15,867（－2）　女 16,669（－11）
世帯 11,801（＋6）　（　）は前月比

町の人口と世帯
５月１日現在
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今
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　すずき　たいよう
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●国司と宮司が六所神社を出発

　　吉村さん撮影

●座問答（神揃山）

　　横山さん撮影

●鷺の舞（馬場公園）

　　千葉さん撮影

●やりを持ち、国司や
　六所神社宮司を先導
　する子どもたち

　　近藤さん撮影




